
   

令和５年１１月２５日 

 

明覚寺が国の登録有形文化財（建造物）に登録されます 

 

令和５年１１月２４日（金）、国の文化審議会（会長 佐藤 信）は、文部科学大臣に

対し、新たに２９０件の建造物を登録するよう、答申を行う予定です。 

三次市では新たに３件が登録される見込みで、三次市の登録文化財は１４件にな

ります。 

 

【答申予定の文化財建造物】 

 １ 名 称 明覚寺（本堂、鐘堂、山門の３棟） 

 ２ 所在地 三次市吉舎町吉舎七日市４６２ 

 ３ 特 徴  

   本堂は、昭和３年に浄土真宗本願寺派築地別院の震災説教所であった慈光    

院本堂として建てられた建物で、令和２年に東京の両国から吉舎町に移築され 

たもの。鐘堂は明治２５年、山門は明治２年に建築され、通りに面した２つの建 

物は地域の歴史的景観をつくっている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 明覚寺本堂               写真２ 山門と鐘堂（右が山門、左が鐘堂） 

 

 

 

広島県三次市 

三次市教育委員会 文化と学びの課 文化学習係（担当：友廣・藤川） 

TEL：0824-62-6191 FAX：0824-62-6288 



明覚寺 位置図 

 

 
※地理院地図（電子国土 Web）地理院タイル（標準地図）に追記して作成 

明覚寺 

三次市吉舎支所 


